
次年度以降の協議会について 
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エネルギー政策推進のための新たな組織 

小田原再生可能エネルギー事業化検討協議会 

小水力発電事業化の検討 

エネルギー計画の策定 
• 再エネの導入目標の設定 
• 目標実現のための戦略検討 

平成25年度 
まで 

平成26年度 公募市民 
現在の小水力検討チーム委員 11名 
 （秋山、綾部、大木、木原、志澤、鈴木大介、 
  田嶋、辻村、永井、西山） 

事業者 専門家 

平成27年度 地域主体の再生可能エネルギーの利用等
を持続させるための推進体制の確立 
• 太陽光、小水力以外の再生可能エネルギーの研究 
• 広域的な視点での再生可能エネルギーの可能性の
調査 等 

小水力発電事業化の検討 

平成26年度の検討状況 
で継続 

エネルギー計画の推進のための仕組み 
づくり 

一定の成果を得られたことから 
平成25年度で終了 

協議会から（一部） 

情
報
共
有 
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エネルギー計画について 

素案を作成 
素案をたたき台に

検討 

小田原市 新組織 

計画案 

 想定する内容 

 １．国内外のエネルギー政策の現状と今後の動向 
 ２．市内のエネルギー消費構造の把握 
 ３．再生可能エネルギーの賦存量と利用可能量の算定 
 ４．将来像 
 ５．実現に向けた再生可能エネルギーの導入・省エネルギー化推進の方針 
 ６．導入目標と目標実現に向けた戦略 

 策定方法 
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エネルギー計画策定に向けたスケジュール 

平成26年4月 

エネルギー計画素案 
の作成 

  

小田原市 

委員の公募 

委員の選定 

平成26年6月 

素案をたたき台に検討 

平成26年9月 

平成26年10月 

エネルギー計画素案の完成 

計画案に対するパブリックコメントの実施 

平成26年12月 エネルギー計画案の完成 

新組織の設立 

議論 

新組織 
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